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SER’S
SUCCESS

K O M O R I

お客様訪問

Of fset
Printing

KP-
Connect

H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P
の

導
入
は
、
た
だ
の
〝
最
新
鋭
機
の
導
入
〞
で
は

な
く
、
世
界
全
体
で
1
号
機
と
な
っ
た
。

「
弊
社
が
H-

U
V
機
を
最
初
に
入
れ
た
の

は
、
2
0
1
2
年
で
す
。
リ
ス
ロ
ン
S
4
4
で

し
た
。
当
時
は
ま
だ
H-

U
V
機
は
広
ま
っ
て

お
ら
ず
、
弊
社
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
短
納
期
化
へ
の

ご
要
望
が
高
ま
る
中
、
何
と
か
そ
の
声
に
応

え
た
い
と
い
う
思
い
で
し
た
」

実
際
に
、
速
乾
・
短
納
期
対
応
は
他
社
へ
の

差
別
化
に
な
り
、
業
績
ア
ッ
プ
へ
の
足
掛
か
り

に
な
っ
た
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
プ
リ
プ
レ
ス

か
ら
プ
レ
ス
ま
で
の
管
理
体
制
を
確
立
し
て

い
た
。
そ
ん
な
中
、
油
性
か
ら
U
V
に
す
る
こ

と
へ
の
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
導
入
見
学
会
に
参
加
し
、
品
質
に
は
問
題

が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
導
入
し
て
も
、

乾
き
に
く
い
紙
を
H-

U
V
で
初
刷
り
し
、
上

が
り
を
油
性
で
行
っ
て
も
ク
レ
ー
ム
な
ど
全
く

な
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
粉
を
使
わ
な

い
の
で
、
油
性
で
の
後
刷
り
も
何
の
問
題
も
あ

り
ま
せ
ん
。
裏
付
き
の
心
配
も
な
く
、
品
質
と

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
不
安
も
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
デ
リ
バ
リ
ー
で
紙
が
排
紙
さ
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
や
粉
を
吹
く
量
、
板
取
り
の
必
要
・
不

要
、
パ
レ
ッ
ト
の
枚
数
な
ど
を
、
そ
の
つ
ど
考

え
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
る
た
め
、
印
刷
機

の
回
転
数
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
機

長
も
喜
ん
で
い
る
と
い
う
。
H-

U
V
搭
載
リ

ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P
は
す
で
に
、
1
月
12
日

か
ら
24
時
間
体
制
で
稼
働
を
開
始
し
て
お
り
、

6
月
に
は
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P
の
内
覧
会

を
実
施
し
、
多
く
の
取
引
先
や
お
客
様
に
お

披
露
目
し
た
。
ま
た
、
7
月
に
は
5
台
目
の

H-

U
V
機
と
し
て
、
四
六
全
判
機
で
あ
る
リ

ス
ロ
ン
G
4
4
を
導
入
し
た
。

リ
ス
ロ
ン
G
4
4
を
加
え
、
現
在
、
10
台
の

印
刷
機
の
全
て
が
K
O
M
O
R
I
機
だ
。
そ
の

う
ち
の
9
台
が 「
K
P-

コ
ネ
ク
ト
」 

で
つ
な

が
り
、
生
産
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

「
工
場
が
広
く
、
な
お
か
つ
事
務
所
は
別
の

階
に
あ
り
ま
す
。
現
場
の
階
に
降
り
ず
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
進
行
度
合
い
な
ど
を
把
握
で
き
、

迅
速
に
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
入
っ
て
い
る
仕
事
の

進
行
が
予
定
よ
り
早
く
進
ん
で
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
繁
忙
期
で
あ
れ
、
さ
ら
に
仕
事
を
入
れ

る
よ
う
営
業
に
指
示
が
出
せ
ま
す
。
ま
た
、
作

業
が
止
ま
っ
て
い
る
と
き
も
、
何
が
原
因
で
止

ま
っ
て
い
る
か
が
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
」

さ
ら
に
金
澤
社
長
は 「
K
P-

コ
ネ
ク
ト
で

さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
デ
ー
タ
が
蓄
積
で
き
、
何

を
改
善
す
れ
ば
よ
い
か
の
分
析
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
P
D
C-

S
X
で
取
得
し
た
濃
度

数
値
の
蓄
積
も
、
顧
客
へ
の
〝
目
で
見
え
る
品

質
保
証
〞
に
な
っ
て
お
り
、
お
客
様
か
ら
の
信

頼
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
例
を
挙
げ
ら
れ
た
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

「
3
年
ご
と
に
区
切
り
、経
営
の
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。今
後
は
、四
六
全
判
機
の
台
数
を

さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
り
、

次
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

前
後
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

四
六
全
判
の
費
用
対
効
果
を
見
な
が
ら
、ど
の

よ
う
に
印
刷
機
を
生
か
し
て
い
く
か
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
」

金
澤
社
長
の
目
線
は
将
来
を
見
据
え
て
い
る
。

「
技
術
に
よ
る
前
進
」 を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
最
新
鋭
の
印
刷
機
の
設
備
を
進
め
る
㈱
三
祥

印
刷
。昨
年
末
に
は
、H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
4
R
P
を
世
界
で
初
め
て
導
入
し
た
。そ

の
背
景
に
は
、四
六
全
判
機
が
今
後
、競
争
力
の

要
に
な
る
と
い
う
、金
澤
社
長
の
先
見
が
あ
る
。

「
弊
社
は
、
刷
版
焼
き
の
会
社
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
P
S
版
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
印
刷

会
社
の
内
製
化
が
進
む
と
考
え
、
印
刷
機
を

導
入
し
、
下
請
け
を
開
始
。
付
き
合
い
の
あ
っ

た
印
刷
会
社
か
ら
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と

で
ス
タ
ー
ト
し
た
印
刷
業
は
、
短
納
期
で
も

品
質
の
高
い
仕
事
を
す
る
こ
と
で
信
頼
を
集

め
、
次
第
に
大
手
印
刷
会
社
か
ら
も
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

変
化
を
い
ち
早
く
つ
か
み
設
備
投
資
を
進

め
て
い
っ
た
同
社
。
現
在
は
、
四
六
全
判
機

か
ら
菊
半
裁
機
ま
で
、
片
面
機
、
両
面
機
、

油
性
機
、
H-

U
V
機
を
取
り
揃
え
、
薄
紙
・

厚
紙
問
わ
ず
、
幅
広
く
何
で
も
受
け
ら
れ
る

体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
印
刷
機
の
中
で
も
、

金
澤
社
長
が
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
る

の
が
、
四
六
全
判
機
だ
。

「
菊
全
判
機
は
世
の
中
に
台
数
が
多
い
の

で
、
単
価
勝
負
に
陥
り
や
す
い
面
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
四
六
全
判
機
は
ま
だ
台
数
が
少

な
く
、
希
少
価
値
が
あ
る
た
め
単
価
勝
負
に

な
り
に
く
い
。
ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
導

入
し
た
く
て
も
入
れ
ら
れ
な
い
会
社
も
多
く
、

四
六
全
判
を
や
り
た
く
て
も
な
か
な
か
や
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
四

六
全
判
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
そ
の

ま
ま
競
争
力
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

総
合
印
刷
会
社
と
し
て
、
お
客
様
の
要
望

に
応
え
業
績
を
伸
ば
し
て
き
た
同
社
。
四
六

全
判
機
は
、
大
型
サ
イ
ズ
の
印
刷
に
対
応
す

る
だ
け
で
な
く
、
多
丁
付
け
に
よ
る
効
率
化

も
期
待
で
き
、
品
質
と
料
金
の
バ
ラ
ン
ス
を
、

一
層
高
め
て
い
る
。

株
式
会
社
三
祥
印
刷

世
界
に
先
駆
け
て
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P
導
入
。

四
六
全
判
両
面
機
の
増
設
で
、
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
。

　
1
9
7
7
年
、
㈲
三
祥
製
版
を
設
立
し
、
刷
版
専
業
と
し
て
創
業
し

た
三
祥
グ
ル
ー
プ
は
、
今
年
40
周
年
を
迎
え
る
。
製
版
、
印
刷
、
不
動

産
管
理
な
ど
部
門
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
会
社
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
こ
の

内
、
印
刷
部
門
を
担
う
の
が
株
式
会
社
三
祥
印
刷
だ
。
同
社
は
、
大
手

印
刷
会
社
や
同
業
他
社
の
印
刷
の
請
け
負
い
に
徹
し
、
業
績
を
伸
ば
し

て
い
る
。
昨
年
末
に
、
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P
（
四
六

全
判
表
5
色
／
裏
4
色
両
面
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）
を
導
入
、

今
年
7
月
に
も
リ
ス
ロ
ン
G
4
4
（
四
六
全
判
5
色
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉

機
）
を
増
設
し
て
い
る
。
四
六
全
判
機
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
進
め
る

狙
い
な
ど
に
つ
い
て
、
金
澤
嗣
浩
社
長
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

金 澤  嗣 浩 氏

四
六
全
判
機
は
今
後
、

競
争
力
の
要
に
な
る

H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
4
R
P

世
界
初
、1
号
機
を
導
入

K
P-

コ
ネ
ク
ト
で
H-

U
V
機
を

つ
な
い
で
生
産
力
を
ア
ッ
プ

TOKYO

川口工場
鈴木 肇 氏
「H-UVなので、裏付きの心
配がなく、品質と生産性の向
上に専念できます」

川口工場
𠮷田 裕介 氏
「PQA-Sで印刷中に検査と濃
度管理が行え、お客様への
品質保証ができるようにな
りました」

川口工場工場長
大場 幸廣 氏
「機械の完成度が非常に高
い。メンテナンスの時間など
の情報が大画面で確認でき、
生産能率が上がりました」

取締役会長
金澤 功 氏
「小森会長には無理を言って四
六全判の両面機を作っていた
だいたが、即戦力としてフル稼
働しており、感謝しています」

「印刷は製造業。製造業は結局、技術力」との信念
を掲げ、技術力強化のために設備投資を進める。

本社 / 東京都荒川区荒川5-31-8　三祥本社ビル
川口工場 / 埼玉県川口市赤井2-14-8
http://www.sansho-corp.com/

TEL / 03-3810-1821

右：6月に多くの取引先を招待して開
催したリスロンGX44RPの内覧会。
デモを通してお客様の信頼感をさ
らに高める実機見学となった。

左：H-UV搭載リスロンGX44RP、世
界初の1号機。




